
　（別紙2（2）） 事業所名　　グループホームさくらプラザ倉梯

目標達成計画 作成日：　令和　４年　８月　　２４　日

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35
多彩な災害に対する計画や訓練等、事業継続計
画（BCP）の作成も踏まえた総合的な整備拡充が
必要。

風水害、地震、火災、UPZ圏内などを踏まえた
マニュアルの整備を行う。

避難訓練はマニュアルに基づき、各自の役割
や動きを確認し、計画、実施する。職員にわか
りやすいマニュアルを作成し、避難訓練時や実
際の災害の時に得た経験から都度、マニュア
ルの更新を行う。

6ヶ月

2 23
利用者主体の意向把握を仕組みとして確立され
ていない。

利用者の意思を反映させたケアプランの作
成を根拠に基づき行う。

生活支援だけでなく自立支援に向けたプラン
が作成できるよう利用者の気持ちや体の状況
と変化を観察ししっかり記録していく。認知症
の為、意思表示が出来なくなった時の代弁者
を決めたりエンディングノートなどの活用も行う
。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。


